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第
二
回
定
例
会
は
、６
月　

日
か
ら　

日
ま
で
の
２
日
間
の
会
期
で
行
わ
れ
、

24

25

冒
頭
、
町
長
よ
り
、
農
作
物
の
作
況
及
び
口
蹄
疫
対
策
、
郷
の
駅
の
入
り
込
み

客
の
状
況
、
ヒ
グ
マ
の
出
没
状
況
、
中
山
峠
ス
キ
ー
場
第
２
リ
フ
ト
の
現
況
、

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
採
用
状
況
と
活
動
内
容
、町
有
地
の
適
正
管
理
の
徹
底
、

固
定
資
産
税
の
賦
課
漏
れ
の
７
件
に
つ
い
て
行
政
報
告
が
あ
り
、
続
い
て
、
館

内
議
員
・
菊
地
議
員
・
越
後
議
員
に
よ
る
一
般
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

会
期
中
、
報
告
１
件
、
人
事
案
件
（
監
査
委
員
の
選
任
同
意
）
１
件
、
条
例

改
正
、
一
部
事
務
組
合
の
規
約
の
変
更
、
債
権
の
放
棄
、
補
正
予
算
案
な
ど
、

議
案　

件
、
選
挙
（
後
志
教
育
研
修
セ
ン
タ
ー
組
合
議
会
議
員
）
１
件
、
意
見

12

案
６
件
が
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
の
案
件
も
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
各
委
員
会
の
所
管
事
務
調
査
と
し
て
、
６
月
４
日
に
、
経
済
常
任
委

員
会
で
、
本
年
度
の
作
付
け
状
況
と
ホ
ワ
イ
ト
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
遮
光
シ
ー
ト
及

び
シ
ー
ト
巻
上
げ
機
の
作
業
状
況
、
６
月　

日
に
、
総
務
常
任
委
員
会
で
、
喜

24

茂
別
中
学
校
の
新
校
舎
（
旧
喜
茂
別
高
等
学
校
）
改
修
状
況
に
つ
い
て
調
査
を

実
施
し
ま
し
た
。

審
議
さ
れ
た
議
案
と
結
果
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平

成

年

第

二

回

定

例

議

平

成
　

年

第

二

回

定

例

議

会会

2222

計
算
書
の
報
告
で
す
。

 
荻
荻
荻
荻
荻
荻
荻
荻
荻
荻
荻
荻
荻
荻
荻
荻
荻
荻
荻
荻
荻 
報
告
済
み

監
査
委
員
の
選
任
に
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

吉
見
啓
一
さ
ん  
字
喜
茂
別
１
３
８
番
地
の
４

   
任
期  
平
成　

年
８
月
１
日
か
ら　

22

         
平
成　

年
７
月　

日
ま
で　

26

31

 
荻
荻
荻
荻
荻
荻
荻
荻
荻
荻
荻
荻
荻
荻
荻
荻
荻
荻
荻
荻
荻 
原
案
同
意

喜
茂
別
町
立
学
校
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

旧
喜
茂
別
高
等
学
校
の
校
舎
に
、
喜
茂
別
中
学
校
が
移
設
す
る

こ
と
に
伴
い
、
学
校
の
設
置
位
置
が
変
更
と
な
る
こ
と
か
ら
条
例

の
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

 
荻
荻
荻
荻
荻
荻
荻
荻
荻
荻
荻
荻
荻
荻
荻
荻
荻
荻
荻
荻
荻 
原
案
可
決

喜
茂
別
町
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
に
関
す
る
法
律
が
改
正
さ
れ
、
平
成

　

年
６
月　

日
か
ら
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
配
偶
者
の
就
業

22

30

や
育
児
休
業
の
取
得
の
有
無
に
関
係
な
く
、
育
児
休
業
や
短
時
間

勤
務
等
が
可
能
と
な
っ
た
こ
と
や
職
員
以
外
の
親
が
子
を
養
育
す

る
場
合
に
お
い
て
も
、
育
児
休
業
や
短
時
間
勤
務
等
の
取
り
消
し

事
由
と
は
な
ら
な
い
と
し
た
こ
と
に
よ
り
、
所
要
の
改
正
を
行
う

も
の
で
す
。

 
荻
荻
荻
荻
荻
荻
荻
荻
荻
荻
荻
荻
荻
荻
荻
荻
荻
荻
荻
荻
荻 
原
案
可
決

平

成

年

第

二

回

定

例

議

平

成
　

年

第

二

回

定

例

議

会会

2222

平
成　

年
度
喜
茂
別
町
一
般
会
計
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
に
つ

21

い
て

　

平
成　

年
度
予
算
で
、
平
成　

年
度
に
繰
り
越
す
こ
と
に
な
っ

21

22

て
い
る
、
北
海
道
自
治
体
情
報
シ
ス
テ
ム
協
議
会
負
担
金
事
業
、

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
整
備
事
業
、Ｉ
Ｐ
告
知
端
末
整
備
事
業
、

き
め
細
や
か
な
臨
時
交
付
金
事
業
、
緑
の
分
権
改
革
推
進
事
業
の

５
事
業
、
総
額
５
億
１
千
５
百　

万
９
千
円
の
繰
越
明
許
費
繰
越

77

報
   告

第
1
号

議
   案

第
2
号

同
意
案

第
1
号

議
   案

第
1
号
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職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

議
案
第
２
号
と
同
じ
く
、
国
の
法
律
改
正
に
伴
い
、
育
児
短
時

間
勤
務
労
働
者
等
の
週
休
及
び
年
次
有
給
休
暇
を
新
た
に
定
め
た

こ
と
、
育
児
又
は
介
護
を
行
う
職
員
は
、
早
出
及
び
遅
出
勤
務
す

る
こ
と
が
で
き
る
と
し
た
こ
と
、
育
児
短
時
間
勤
務
労
働
者
等
の

時
間
外
勤
務
及
び
勤
務
地
及
び
深
夜
勤
務
を
す
る
こ
と
が
で
き
る

と
し
た
こ
と
に
伴
い
、
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

 
荻
荻
荻
荻
荻
荻
荻
荻
荻
荻
荻
荻
荻
荻
荻
荻
荻
荻
荻
荻
荻 
原
案
可
決

北
海
道
市
町
村
備
荒
資
金
組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

北
海
道
町
村
議
会
議
員
公
務
災
害
補
償
等
組
合
規
約
の
変
更
に
つ

い
て

北
海
道
市
町
村
総
合
事
務
組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

北
海
道
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

議
案
第
４
号
か
ら
議
案
第
７
号
に
つ
い
て
は
、
北
海
道
総
合
振

興
局
及
び
振
興
局
の
設
置
に
関
す
る
条
例
の
施
行
に
伴
い
、従
来
、

設
置
さ
れ
て
い
た
、
道
内
の　

支
庁
が
９
つ
の
総
合
振
興
局
と
５

14

つ
の
振
興
局
へ
変
更
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
規
約
の
変
更
を
行
う

も
の
で
す
。

（
議
案
第
４
号
か
ら
議
案
第
７
号
は
、原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま

し
た
）

平
成　

年
度
喜
茂
別
町
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
回
）

22
財
政
調
整
基
金
積
立
金
１
千
２
百　

万
１
千
円
、
簡
易
水
道
事

14

業
等
特
別
会
計
繰
出
金
３
百　

万
８
千
円
、
鈴
川
公
園
改
修
工
事

68

費
５
百
万
円
な
ど
、
２
千
２
百　

万
４
千
円
の
増
額
と
職
員
給
与

25

費
１
千
３
百　

万
９
千
円
な
ど
、
１
千
３
百　

万
９
千
円
の
減
額

14

84

に
よ
り
、
補
正
前
の
予
算
総
額
に
８
百　

万
５
千
円
を
増
額
し
、

40

予
算
総
額
は　

億
５
千　

万
６
千
円
と
な
り
ま
す
。

22

75

    
荻
荻
荻
荻
荻
荻
荻
荻
荻
荻
荻
荻
荻
荻
荻
荻
荻
荻
荻
荻 
原
案
可
決

平
成　

年
度
喜
茂
別
町
簡
易
水
道
事
業
等
特
別
会
計
補
正
予
算

22

（
第
１
回
）

双
葉
・
御
園
浄
水
場
配
管
修
繕
工
事
及
び
配
水
管
移
設
工
事
費

３
百　

万
円
な
ど
、
４
百　

万
９
千
円
を
増
額
し
、
予
算
総
額
は

95

33

５
千
８
百　

万
６
千
円
と
な
り
ま
す
。

64

 
荻
荻
荻
荻
荻
荻
荻
荻
荻
荻
荻
荻
荻
荻
荻
荻
荻
荻
荻
荻
荻 
原
案
可
決

平
成　

年
度
喜
茂
別
町
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

22

（
第
１
回
）

旅
費
及
び
需
用
費
５
万
８
千
円
を
増
額
し
、
予
算
総
額
は
１
億

３
千
８
百　

万
５
千
円
と
な
り
ま
す
。

78

 
荻
荻
荻
荻
荻
荻
荻
荻
荻
荻
荻
荻
荻
荻
荻
荻
荻
荻
荻
荻
荻 
原
案
可
決

債
権
の
放
棄
に
つ
い
て

平
成　

年
に
札
幌
高
等
裁
判
所
で
言
い
渡
さ
れ
た
、
前
町
長
に

15

対
す
る
住
民
訴
訟
判
決
に
基
づ
く
債
権
の
う
ち
、
こ
れ
ま
で
に
２

百　

万
円
が
納
入
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
度
、
債
務
者
か
ら

63
５
百　

万
円
を
納
入
す
る
こ
と
で
、
残
り
の
債
務
の
免
除
の
申
し

50

入
れ
が
あ
り
、
調
査
の
結
果
、
債
務
者
の
経
済
状
況
で
は
、
全
額

回
収
が
難
し
い
と
判
断
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
債
務
者
の
申
し
出
を

受
け
、
残
り
の
債
権
を
放
棄
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

 
荻
荻
荻
荻
荻
荻
荻
荻
荻
荻
荻
荻
荻
荻
荻
荻
荻
荻
荻
荻
荻 
原
案
可
決

（
議
案
第　

号
の
質
疑
内
容
に
つ
い
て
は
8
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ

11

い
）

 

議
   案

第
3
号

議
   案

第
4
号

議
   案

第
5
号

議
   案

第
6
号

議
   案

第
7
号

議
   案

第
8
号

議
   案

第
9
号

議
   案

第
　
号
11

議
   案

第
　
号
10
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義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
堅
持
・
負
担
率
二
分
の
一
へ
の
復
元
・

教
職
員
定
数
改
善
、
就
学
保
障
充
実
な
ど
２
０
１
１
年
度
国
庫
予

算
編
成
に
お
け
る
教
育
予
算
確
保
・
拡
充
を
求
め
る
意
見
書

提
出
者  
山
下
秀
喜
議
員

賛
成
者  
新
居
修
二
議
員  
富
田
泰
光
議
員

地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
を
求
め
る
意
見
書

提
出
者  
山
下
秀
喜
議
員

賛
成
者  
新
居
修
二
議
員  
富
田
泰
光
議
員

 
（
い
ず
れ
の
意
見
案
も
原
案
可
決
）

平
成　

年
度
喜
茂
別
町
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
回
）

22
議
案
第　

号
の
債
権
放
棄
に
か
か
わ
る
補
正
で
、
歳
入
で
は
、

11

債
権
回
収
額
５
百　

万
円
か
ら
、
当
初
予
算
計
上
額
を
調
整
し
た

50

５
百　

万
円
、
歳
出
で
は
、
損
害
賠
償
金
回
収
委
託
料　

万
２
千

25

55

円
を
差
し
引
い
た
残
額
４
百　

万
８
千
円
を
財
政
調
整
基
金
に
積

69

み
立
て
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
５
百　

万
円
を
追
加
し
、
予
算
総

25

額
は　

億
５
千
６
百
万
６
千
円
と
な
り
ま
す
。

22

 
荻
荻
荻
荻
荻
荻
荻
荻
荻
荻
荻
荻
荻
荻
荻
荻
荻
荻
荻
荻
荻 
原
案
可
決

後
志
教
育
セ
ン
タ
ー
組
合
議
員
の
選
挙

地
方
自
治
法
の
規
定
に
基
づ
き
、
議
長
に
よ
る
指
名
推
薦
の
方

法
に
よ
り
、
富
田
泰
光
議
員
が
当
選
し
ま
し
た
。

北
海
道
農
業
の
発
展
に
必
要
な
生
産
基
盤
整
備
等
に
関
す
る
意
見

書

提
出
者  
越
後
耕
司
議
員

賛
成
者  
日
下
博
文
議
員  
山
下
秀
喜
議
員

石
炭
じ
ん
肺
患
者
と
ト
ン
ネ
ル
じ
ん
肺
患
者
の
救
済
制
度
創
設
等

を
求
め
る
要
望
意
見
書提

出
者  
山
下
秀
喜
議
員

賛
成
者  
新
居
修
二
議
員  
富
田
泰
光
議
員

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
関
す
る
意
見
書

提
出
者  
富
田
泰
光
議
員

賛
成
者  
山
下
秀
喜
議
員  
越
後
耕
司
議
員

森
林
・
林
業
政
策
の
早
急
か
つ
確
実
な
推
進
に
関
す
る
意
見
書

提
出
者  
日
下
博
文
議
員

賛
成
者  
山
下
秀
喜
議
員  
富
田
泰
光
議
員

議
   案

第
　
号
12

意
見
案

第
5
号

選
   挙

第
１
号

意
見
案

第
1
号

意
見
案

第
4
号

意
見
案

第
2
号

意
見
案

第
3
号

意
見
案

第
6
号



口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口
蹄蹄蹄蹄蹄蹄蹄蹄蹄蹄蹄蹄蹄蹄蹄蹄蹄蹄蹄蹄
疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫
対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対
策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策
にににににににににににににににににににに
つつつつつつつつつつつつつつつつつつつつ
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいい

口
蹄
疫
対
策
に
つ
い
ててててててててててててててててててててて

　

春
先
に
、
宮
崎
県
で
口
蹄
疫
が
発

生
し
、
一
時
、
沈
静
か
と
思
わ
れ
た

が
、
ま
だ
感
染
が
拡
大
し
て
い
る
よ

う
に
見
受
け
ら
れ
、
長
年
に
わ
た
り

畜
産
関
係
に
携
わ
っ
た
者
と
し
て
、

今
回
の
宮
崎
県
の
口
蹄
疫
に
つ
い
て

は
、
早
く
終
息
す
る
こ
と
を
願
う
一

人
で
す
。

　

北
海
道
は
、
こ
れ
か
ら
夏
の
観
光

シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
、
他
府
県
か
ら
の

観
光
客
も
多
く
な
る
こ
と
か
ら
、
感

染
防
止
対
策
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
。

　

本
町
の
畜
産
は
、
酪
農
２
戸
、
企

業
養
豚
２
戸
の
４
戸
だ
と
思
う
が
、

他
に
、
個
人
で
ペ
ッ
ト
と
し
て
、
ヤ

ギ
、
羊
等
を
飼
っ
て
い
る
人
が
い
る

場
合
、
そ
の
対
策
を
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
。

　

畜
産
業
は
、
一
度
ダ
メ
ー
ジ
を
受

け
る
と
、
元
に
戻
る
の
に　

年
以
上

10

は
か
か
る
。

　

ま
た
、
畜
産
農
家
で
の
進
入
路
等

へ
の
消
石
灰
を
散
布
し
て
い
る
が
、

履
物
等
の
消
毒
や
看
板
に
大
き
い
字

で
口
蹄
疫
立
ち
入
り
禁
止
と
書
き
、

設
置
し
て
は
ど
う
か
。

　

薬
剤
等
の
購
入
を
、
町
が
実
施
し

て
い
る
こ
と
は
大
変
良
い
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
が
、
薬
剤
の
購
入
に
つ
い

て
の
期
間
、
薬
剤
の
量
を
設
定
し
て

い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

洪洪洪洪洪洪洪洪洪洪洪洪洪洪洪洪洪洪洪洪
水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水
ハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハ
ザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
ドドドドドドドドドドドドドドドドドドドド
ママママママママママママママママママママ
ッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッ
ププププププププププププププププププププ
にににににににににににににににににににに

洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
つつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつ

いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
ててててててててててててててててててててて

　

平
成　

年
９
月　

日
入
札
の
洪
水

21

10

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
作
成
業
務
に
つ
い

て
、
春
の
雪
解
け
と
融
雪
シ
ー
ズ
ン

ま
で
に
、
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を

全
戸
に
配
布
す
る
と
思
っ
て
お
り
ま

し
た
が
、
現
在
ま
で
に
配
布
さ
れ
て

お
り
ま
せ
ん
。

　

貴
重
な
税
金
で
調
査
し
た
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
を
全
戸
に
配
布
し
、
危
機

管
理
意
識
を
住
民
に
持
っ
て
も
ら
う

た
め
に
も
配
布
す
べ
き
で
あ
り
、
調

査
し
た
か
ら
良
い
の
で
は
な
く
、
結

果
を
住
民
に
周
知
さ
せ
る
の
も
、
町

の
責
任
だ
と
思
い
ま
す
が
、
考
え
を

伺
い
ま
す
。

菅
原
町
長

　

最
初
に
、
口
蹄
疫
対
策
に
つ
い
て

で
あ
り
ま
す
が
、
北
海
道
も
観
光
シ

ー
ズ
ン
を
迎
え
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る

交
通
手
段
で
国
内
・
国
外
か
ら
観
光

客
が
来
道
す
る
こ
と
か
ら
、
北
海
道

で
は
、
主
要
な
交
通
機
関
で
あ
り
ま

す
空
港
や
港
に
、
消
毒
用
の
マ
ッ
ト

を
設
置
し
、
感
染
防
止
対
策
を
実
施

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

町
の
観
光
施
設
へ
の
対
応
と
い
た

し
ま
し
て
は
、
観
光
農
園
以
外
の
町

内
の
観
光
施
設
や
商
店
の
皆
様
に
協

力
を
依
頼
し
、
ポ
ス
タ
ー
を
貼
っ
て

い
た
だ
き
、
不
用
意
に
農
場
に
入
ら

な
い
よ
う
啓
蒙
す
る
と
と
も
に
、
関

係
機
関
の
職
員
が
農
場
に
出
入
り
す

る
際
に
は
、
消
毒
用
の
ス
プ
レ
ー
を

持
参
し
、
感
染
防
止
に
努
め
て
お
り

ま
す
。

　

今
後
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
さ
ら

に
情
報
収
集
に
努
め
る
と
と
も
に
、

適
切
な
対
応
が
で
き
る
よ
う
国
や
北

海
道
の
指
示
を
仰
ぎ
な
が
ら
町
内
の

観
光
施
設
等
へ
の
対
応
を
検
討
し
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
薬
剤
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、

現
在
、
消
石
灰
を
３
日
か
ら
５
日
に

１
袋
使
用
と
の
推
計
に
よ
り
、
３
ケ

月
分
を
配
付
し
て
お
り
ま
す
が
、
今

後
に
つ
い
て
は
、
国
や
北
海
道
の
指

導
に
基
づ
き
、
対
応
し
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

な
お
、
個
人
で
ヤ
ギ
や
羊
を
ペ
ッ

ト
と
し
て
飼
育
し
て
い
る
方
に
つ
い

て
は
、
調
査
の
結
果
、
今
の
と
こ
ろ

飼
育
者
は
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
す

が
、
一
方
、
鹿
の
出
没
に
つ
い
て
は

確
認
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
駆
除

等
に
つ
い
て
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に

つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、
昨
年
度
、

国
の
協
力
を
い
た
だ
き
、
調
査
を
完

了
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

調
査
期
間
が
、
平
成　

年
２
月
末

22

で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
印
刷
に
つ
い

て
は
、
平
成　

年
度
に
実
施
す
る
こ

22

と
と
し
て
予
算
化
し
た
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

　

現
在
、
印
刷
に
向
け
た
作
業
を
進

め
て
お
り
、
８
月
中
に
は
全
戸
配
布

で
き
る
よ
う
進
め
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。 
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墓墓墓墓墓墓墓墓墓墓墓墓墓墓墓墓墓墓墓墓
地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地
整整整整整整整整整整整整整整整整整整整整
備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備
のののののののののののののののののののの
考考考考考考考考考考考考考考考考考考考考
ええええええええええええええええええええ
方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方
にににににににににににににににににににに
つつつつつつつつつつつつつつつつつつつつ

墓
地
整
備
の
考
え
方
に
つ
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい

ててててててててててててててててててててて
　

最
近
、
町
内
の
方
か
ら
、
本
町
の

墓
地
整
備
に
関
す
る
想
い
や
要
望
な

ど
の
話
を
聞
く
機
会
が
あ
り
ま
し
た

の
で
、
町
長
に
、
本
町
の
墓
地
整
備

計
画
の
考
え
方
に
つ
い
て
質
問
い
た

し
ま
す
。

　

墓
地
整
備
に
関
す
る
も
の
と
し
て

は
、
本
年
度
の
一
般
会
計
予
算
の
中

で
、
相
川
墓
地
へ
の
進
入
路
の
改
良

舗
装
工
事
が
計
画
さ
れ
て
お
り
、
今

後
、
入
札
等
の
手
続
き
を
行
い
、
８

月
の
お
盆
に
間
に
合
う
よ
う
、
工
事

が
行
わ
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

本
町
の
墓
地
整
備
等
の
計
画
に
関

し
て
は
、
以
前
に
何
度
か
検
討
さ
れ

た
経
緯
は
あ
り
ま
す
が
、
現
在
は
具

体
的
な
計
画
と
い
う
も
の
も
無
く
、

今
後
の
検
討
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
隣
の
京
極
町
の
公
園
墓
地
の
姿

を
見
た
と
き
、
本
町
の
相
川
墓
地
は
、

未
整
備
の
状
態
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
富
士
見
台
地
区
に
あ
り
ま

す
火
葬
場
も
老
朽
化
が
進
ん
で
お
り
、

場
所
等
も
含
め
た
、
今
後
の
あ
り
方

に
つ
い
て
も
検
討
す
る
時
期
に
来
て

い
る
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
、
先
人
達
が
喜
茂
別
町
で
生

き
て
き
た
証
で
も
あ
る
、
墓
地
の
整

備
と
い
う
も
の
は
、
財
政
が
厳
し
い

状
況
の
中
に
お
い
て
も
、
今
後
、
優

先
的
に
検
討
す
る
べ
き
重
要
な
課
題

の
一
つ
で
あ
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
本
町
に
お
け
る
火
葬
場

の
関
係
や
墓
地
整
備
の
あ
り
方
と
し

て
の
公
園
整
備
計
画
に
つ
い
て
、
ど

の
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
い
る
の
か
、

町
長
に
お
伺
い
を
い
た
し
ま
す
。

菅
原
町
長

　

現
在
、
町
で
は
、
各
地
域
に
７
ケ

所
の
墓
地
を
所
有
し
て
お
り
、
台
帳

上
約
５
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
管
理
し
て
お

り
ま
す
。

　

し
か
し
、
墓
地
と
し
て
の
許
可
を

受
け
た
の
が
、
明
治
後
期
か
ら
昭
和

初
期
で
あ
る
こ
と
と
、
戦
前
に
土
葬

も
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
墳
墓

数
は
正
確
に
把
握
で
き
て
い
な
い
状

況
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
墓
地
の
管
理
に
つ
き
ま

し
て
は
、
例
年
、
周
辺
美
化
の
ほ
か
、

昨
年
は
、
旧
高
校
裏
の
墓
地
の
通
路

を
、
ま
た
、
今
年
は
相
川
墓
地
の
進

入
路
に
つ
い
て
整
備
を
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

議
員
の
ご
指
摘
、
ご
心
配
は
も
っ

と
も
で
あ
り
、
過
去
の
墓
地
整
備
計

画
を
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
と
、
留
産
、

富
士
見
台
な
ど
、
数
か
所
の
候
補
地

で
検
討
さ
れ
た
も
の
の
隣
接
所
有
者
、

近
隣
の
事
業
者
な
ど
と
の
関
係
で
具

体
化
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
も
事
実
で

あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
京
極
町
の
よ
う
に
火
葬
場

と
墓
地
が
同
じ
場
所
に
あ
る
公
園
墓

地
と
し
て
整
備
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

も
、
ご
指
摘
の
と
お
り
で
ご
ざ
い
ま

す
。

　

お
尋
ね
の
、
今
後
の
墓
地
整
備
に

つ
い
て
、
京
極
町
の
公
園
墓
地
を
例

に
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
本
町
に
お

い
て
も　

年
ほ
ど
前
に
墓
地
整
備
が

20

検
討
さ
れ
ま
し
た
が
、
前
段
申
し
上

げ
た
と
お
り
具
体
化
さ
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

し
か
し
、
今
後
の
こ
と
を
考
え
ま

す
と
、
相
川
墓
地
を
含
め
た
現
存
墓

地
の
管
理
の
あ
り
方
、
少
子
化
や
個

人
の
価
値
観
の
多
様
化
な
ど
、
現
代

の
お
墓
事
情
と
言
わ
れ
る
も
の
も
含

め
、
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の

と
認
識
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

私
も
、
就
任
当
初
に
墓
地
の
あ
り

方
を
改
善
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
い
、
状
況
を
知
る
努
力
を
い
た
し

ま
し
た
が
、
地
域
に
分
散
し
、
老
朽

化
が
進
む
墓
地
や
土
葬
で
あ
ろ
う
目

印
の
み
で
埋
葬
者
の
指
名
が
特
定
で

き
な
い
墳
墓
な
ど
多
く
の
課
題
を
解

決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
理

解
し
、
財
政
的
に
余
裕
が
で
き
る
段

階
ま
で
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

判
断
し
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

現
段
階
に
お
き
ま
し
て
は
、
第
４

次
総
合
計
画
に
記
載
さ
れ
て
お
り
ま
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せ
ん
が
、
今
後
の
平
成　

年
か
ら
の

24

第
５
次
総
合
計
画
策
定
作
業
の
中
で
、

墓
地
の
整
備
計
画
に
つ
い
て
、
町
民

各
層
の
皆
さ
ん
の
意
見
や
意
向
を
伺

い
な
が
ら
、
改
め
て
検
討
を
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
、
是
非
、
議
員
の
ご
質
問
や
ご

指
摘
に
応
え
る
形
で
前
向
き
に
検
討

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
議
員
も
ご
指
摘
さ
れ
て
お

ら
れ
る
よ
う
に
、
喜
茂
別
町
を
後
に
、

各
地
で
活
躍
さ
れ
た
方
々
の
故
郷
へ

の
郷
愁
、
生
き
た
証
を
尊
重
す
る
た

め
に
も
、
議
会
を
は
じ
め
多
く
の
町

民
の
皆
様
に
も
、
ご
理
解
や
ご
賛
同

を
い
た
だ
け
る
よ
う
検
討
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口
蹄蹄蹄蹄蹄蹄蹄蹄蹄蹄蹄蹄蹄蹄蹄蹄蹄蹄蹄蹄
疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫疫
のののののののののののののののののののの
対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対
策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策
にににににににににににににににににににに
つつつつつつつつつつつつつつつつつつつつ
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいい

口
蹄
疫
の
対
策
に
つ
い
ててててててててててててててててててててて

　

本
年
５
月
に
、
宮
崎
県
で
肉
用
牛

に
口
蹄
疫
の
発
症
が
確
認
さ
れ
、
そ

の
対
策
の
模
様
や
畜
産
農
家
に
対
応

す
る
係
員
の
苦
悩
の
様
子
が
連
日
報

道
さ
れ
て
お
り
、
誠
に
、
気
の
毒
と

し
か
言
い
よ
う
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、

こ
う
し
た
状
況
下
の
中
で
、
本
町
の

畜
産
農
家
は
、
千
歳
、
ニ
セ
コ
ル
ー

ト
及
び
定
山
渓
、
洞
爺
湖
ル
ー
ト
の

中
間
に
位
置
し
、
万
が
一
、
感
染
発

症
し
た
な
ら
ば
、
畜
産
農
家
の
み
な

ら
ず
、
地
域
農
業
の
壊
滅
的
危
機
を

招
く
お
そ
れ
が
あ
る
と
思
い
ま
す
の

で
、
現
行
の
対
策
と
今
後
の
対
応
に

つ
い
て
、
町
長
に
伺
い
ま
す
。
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関
係
に
つ
い
ててててててててててててててててててててて

　

昨
年
９
月
定
例
会
に
お
い
て
、
水

道
配
水
管
新
設
工
事
に
関
す
る
補
正

予
算
が
議
決
さ
れ
、
そ
の
後
、
工
事

請
負
契
約
の
報
告
も
さ
れ
て
お
り
ま

す
が
、
補
正
予
算
の
提
案
説
明
で
は
、

ロ
グ
ハ
ウ
ス
を
活
用
し
た
事
業
に
対

す
る
も
の
で
、
１
棟
、
間
に
合
え
ば
、

２
棟
は
建
て
ら
れ
る
と
の
説
明
で
し

た
。

　

し
か
し
、
現
在
ま
で
に
住
宅
建
設

が
な
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
見
受
け

ら
れ
ま
す
の
で
、
こ
の
件
に
つ
い
て

の
経
過
と
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

菅
原
町
長

　

最
初
に
、
口
蹄
疫
の
対
策
に
つ
い

て
で
あ
り
ま
す
が
、
５
月
に
宮
崎
県

で
発
生
し
た
口
蹄
疫
は
、
そ
の
後
、

県
内
で
拡
大
、
国
、
県
、
市
町
村
に

お
い
て
懸
命
な
努
力
が
行
わ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
、
生
産
者
の
悲
痛
な
叫

び
を
聞
く
時
、
私
も
養
豚
家
で
あ
り

ま
し
た
の
で
、
同
様
に
身
を
裂
か
れ

る
想
い
で
あ
り
ま
す
。

　

議
員
ご
指
摘
の
、
観
光
ル
ー
ト
に

よ
る
口
蹄
疫
拡
散
が
最
も
心
配
さ
れ

る
と
こ
ろ
で
す
が
、
本
町
は
ま
さ
に

そ
の
ル
ー
ト
上
に
あ
り
、
他
人
ご
と

で
は
す
ま
さ
れ
な
い
と
こ
で
あ
り
ま

す
。

　

口
蹄
疫
対
策
に
つ
い
て
は
、
本
町

だ
け
の
判
断
で
は
な
く
、
国
や
北
海

道
と
の
連
携
が
重
要
で
あ
り
ま
す
が
、

本
町
に
お
い
て
は
、
産
業
振
興
課
を

中
心
に
、
情
報
の
的
確
な
把
握
や
畜

産
農
家
と
の
協
力
体
制
が
な
に
よ
り

重
要
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
の
と
こ
ろ
、
予
算
の
範
囲
内

に
と
ど
ま
っ
た
対
応
を
実
施
し
て
お

り
ま
す
が
、
状
況
に
変
化
が
あ
っ
た

場
合
は
、
臨
時
的
な
対
応
を
早
期
に

実
施
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
の
で
、
議
員
各
位
、
町
民
の
皆

様
に
は
、
特
段
の
ご
理
解
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

次
に
、
簡
易
水
道
事
業
に
関
連
し

て
の
尻
別
地
区
に
予
定
さ
れ
て
い
る

ロ
グ
ハ
ウ
ス
に
よ
る
住
宅
群
の
建
設

は
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
道
路
と
建
築

予
定
地
の
立
木
の
伐
採
が
行
わ
れ
て

お
り
、
昨
年
か
ら
ラ
ジ
オ
放
送
等
を

活
用
し
た
販
売
が
開
始
さ
れ
て
お
り

ま
す
。

　

現
状
で
は
、
７
月
着
工
に
向
け
て
、

現
地
か
ら
伐
り
出
し
た
丸
太
の
キ
ザ

ミ
を
行
っ
て
お
り
、
１
棟
目
の
完
成

を
目
指
し
て
い
る
と
こ
ろ
と
聞
い
て

お
り
ま
す
。

　

現
在
、
来
て
お
り
ま
す
３
件
か
ら

４
件
の
オ
ー
ダ
ー
予
定
者
は
、
こ
の

１
棟
の
状
況
を
確
認
し
て
か
ら
商
談

が
本
格
的
に
な
る
と
伺
っ
て
お
り
、

本
町
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
簡
易
水

道
の
着
実
な
利
用
を
期
待
す
る
ほ
か
、

ま
ち
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
も
、
早

期
に
新
た
な
風
景
の
一
つ
と
な
る
よ

う
期
待
を
し
、
事
業
者
に
計
画
的
な

実
行
を
求
め
て
ま
い
り
ま
す
。 
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議
案
第　

号
11

債
権
の
放
棄
に
つ
い
て

菊
地
議
員

　

今
回
、
町
長
が
、
前
町
長
に
対
す

る
損
害
賠
償
金
の
債
権
放
棄
の
提
案

を
さ
れ
た
こ
と
は
、
昨
年
、
留
寿
都

村
と
の
合
併
が
破
た
ん
し
、
現
在
、

全
町
民
を
挙
げ
て
ま
ち
づ
く
り
に
ま

い
進
し
て
い
る
、
こ
の
時
期
に
お
い

て
、
私
は
、
的
確
か
つ
、
懸
命
な
判

断
で
あ
っ
た
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

平
成　

年　

月
に
開
催
さ
れ
た
決

20

11

算
特
別
委
員
会
の
中
で
、
こ
の
事
件

の
原
告
団
の
一
人
で
も
あ
る
同
僚
議

員
か
ら
、
本
件
に
つ
い
て
、
ど
こ
か

で
大
き
な
区
切
り
を
つ
け
る
政
治
的

判
断
の
必
要
性
と
現
実
的
な
対
応
を

早
急
に
採
る
べ
き
で
は
な
い
の
か
と

い
う
趣
旨
の
質
問
が
さ
れ
て
お
り
ま

す
。

　

町
長
は
、
そ
の
時
の
答
弁
の
中
で
、

前
町
長
に
対
し
て
、
町
長
職
に
あ
っ

た
と
い
う
意
味
で
の
対
応
を
し
て
い

た
だ
く
こ
と
と
、
今
後
の
経
過
に
よ

っ
て
は
、
歩
み
寄
る
チ
ャ
ン
ス
の
可

能
性
は
あ
る
と
い
う
こ
と
を
述
べ
て

お
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
一
連
の
経
過
の
中
で
本

年
３
月
議
会
の
行
政
報
告
の
中
で
、

前
町
長
か
ら
、 
真  
摯 
な
提
案
と
し
て

し
ん 

し

受
け
止
め
ら
れ
る
内
容
の
提
案
が
あ

っ
た
の
で
、
い
ろ
い
ろ
な
関
係
者
の

意
見
を
聞
き
、
検
討
し
た
い
と
報
告

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
後
、
町
長
は
、
賢
明
な
判
断

を
さ
れ
、
今
回
の
提
案
に
至
っ
た
と

思
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
以
前
、
今
回
の
よ
う
な

提
案
が
あ
り
、
そ
の
時
は
、
町
長
は
、

そ
の
提
案
を
受
け
入
れ
な
か
っ
た
と

聞
い
て
お
り
ま
す
が
、
今
回
、
あ
え

て
前
町
長
の
提
案
を
受
け
入
れ
る
判

断
に
至
っ
た
、
考
え
方
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

菅
原
町
長

　

た
だ
今
、
菊
地
議
員
か
ら
、
こ
れ

ま
で
の
経
過
も
含
め
、
質
問
が
あ
り

ま
し
た
が
、
ま
さ
に
、
一
つ
の
機
会

で
あ
ろ
う
と
思
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

　

合
併
の
事
に
も
触
れ
ら
れ
て
お
り

ま
す
が
、
今
、
喜
茂
別
町
と
し
て
は
、

新
し
く
自
律
す
る
中
で
、
新
し
い
ま

ち
づ
く
り
に
向
か
っ
て
総
合
計
画
を

立
て
よ
う
と
い
う
こ
と
で
進
ん
で
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
う
い
う
時
に
、
こ
う
し
た
課
題

を
抱
え
て
い
く
と
い
う
の
は
、
次
の

世
代
の
人
間
に
と
っ
て
は
ど
う
か
と

い
う
想
い
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

　

様
々
動
い
て
い
る
、
こ
う
い
う
機

会
に
、
こ
の
こ
と
を
解
決
し
、
ま
ち

づ
く
り
の
後
押
し
と
い
う
こ
と
に
な

れ
ば
、
な
お
良
い
と
の
想
い
と
、
今

回
が
解
決
の
チ
ャ
ン
ス
と
い
う
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

　

も
う
一
点
は
、
こ
れ
ま
で
の
前
町

長
の
生
活
状
況
な
ど
、
様
々
な
調
査

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
そ

れ
ら
の
状
況
か
ら
、
こ
れ
が
適
切
な

機
会
で
は
な
い
か
と
い
う
判
断
を
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
を
申
し
上
げ
、

答
弁
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

菊
地
議
員

　

本
債
権
に
か
か
る
、
現
在
ま
で
の

経
過
で
あ
り
ま
す
が
、
裁
判
所
の
判

決
に
あ
っ
た
、
当
初
の
債
権
額
が
３
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千
１
百　

万
３
千
８
百　

円
で
、
本

98

99

年
２
月
ま
で
に
納
入
さ
れ
た
額
が
２

百　

万
５
千
円
、
本
年
３
月
か
ら
５

55
月
ま
で
の
３
ケ
月
分
が
７
万
５
千
円

で
、
現
在
ま
で
に
納
入
さ
れ
た
合
計

額
が
２
百　

万
円
で
あ
り
、
今
回
、

63

提
案
の
５
百　

万
円
を
加
え
る
と
、

50

前
町
長
が
納
入
さ
れ
る
損
害
賠
償
金

の
総
額
に
つ
い
て
は
、
８
百　

万
円

13

に
な
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
に
よ
り
、
今
回
の
損
害
賠
償

金
の
放
棄
額
は
、
２
千
３
百　

万
３

85

千
８
百　

円
に
な
る
と
い
う
理
解
で

99

よ
ろ
し
い
の
か
、
確
認
を
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

内
村
副
町
長

　

議
員
が
、
ご
指
摘
さ
れ
た
と
お
り
、

こ
れ
ま
で
納
入
あ
り
ま
し
た
額
に
、

今
回
の
一
時
金
５
百　

万
円
を
加
え

50

ま
す
と
、
８
百　

万
円
が
納
入
額
と

13

な
り
、
そ
れ
ら
を
差
し
引
い
た
２
千

３
百　

万
３
千
８
百　

円
を
放
棄
す

85

99

る
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。

越
後
議
員

　

こ
の
件
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で

3
年
近
く
に
わ
た
っ
て
、
町
長
の
行

政
報
告
で
す
と
か
、
議
会
の
中
で
、

各
議
員
が
取
り
あ
げ
て
お
り
ま
す
が
、

双
方
の
代
理
人
を
通
じ
て
の
話
し
合

い
だ
け
で
、
当
人
同
士
の
話
し
合
い

は
一
切
無
い
と
今
ま
で
説
明
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

　

今
回
、
こ
の
提
案
を
す
る
に
あ
た

っ
て
、
い
わ
ゆ
る
双
方
代
理
人
の
ア

ド
バ
イ
ス
以
外
に
、
町
長
あ
る
い
は

副
町
長
自
身
、
前
町
長
と
お
会
い
し

た
の
か
伺
い
ま
す
。

菅
原
町
長

　

私
は
、
こ
れ
は
で
き
な
い
と
い
う

確
認
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

弁
護
士
等
の
法
廷
代
理
人
を
立
て

た
以
上
は
、
そ
れ
を
尊
重
し
て
い
く

こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ

ち
ら
の
方
で
単
独
で
お
会
い
す
る
こ

と
に
な
れ
ば
、
向
こ
う
か
ら
、
当
然
、

何
ら
か
の
訴
え
が
出
て
き
ま
す
し
、

あ
る
い
は
、
相
手
側
も
そ
う
で
あ
り

ま
す
の
で
、
そ
こ
で
確
認
を
し
合
う

と
い
う
こ
と
が
、
第
一
義
的
だ
と
思

っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
接
触
は
い
た

し
て
お
り
ま
せ
ん
。

越
後
議
員

　

先
程
の
同
僚
議
員
の
質
問
に
も
あ

り
ま
す
が
、
早
期
解
決
と
い
う
点
で

は
、
タ
イ
ミ
ン
グ
的
に
は
よ
ろ
し
い

か
と
思
い
ま
す
。

　

た
だ
、
町
の
条
例
に
あ
る
と
い
う

こ
と
で
す
が
、
少
な
く
と
も
菅
原
町

長
の
下
で
、
自
治
功
労
で
感
謝
状
も

出
て
い
る
わ
け
で
、
こ
れ
を
機
に
、

全
て
の
円
満
解
決
と
い
う
こ
と
は
別

に
し
て
、
会
う
機
会
が
取
れ
た
ら
良

い
と
考
え
ま
す
の
で
、
町
長
の
考
え

を
伺
い
ま
す
。

菅
原
町
長

　

今
回
、
提
案
事
項
が
可
決
さ
れ
る

こ
と
に
な
れ
ば
、
弁
護
士
等
の
契
約

は
無
く
な
る
わ
け
で
、
ま
だ
相
手
側

の
弁
護
士
の
意
向
は
聞
い
て
お
り
ま

せ
ん
が
、
そ
こ
で
確
認
で
き
れ
ば
、

会
う
、
会
わ
な
い
と
い
う
拘
束
を
受

け
る
も
の
で
は
な
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
前
町
長
の　
12

年
間
の
実
績
と
い
う
も
の
は
、
や
は

り
重
い
も
の
が
あ
る
と
認
識
い
た
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
本
人
が
ど
う

思
う
か
は
別
と
し
て
、
私
は
、
あ
く

ま
で
も
法
定
で
の
結
論
付
け
だ
と
思

っ
て
お
り
、
そ
れ
以
上
の
も
の
を
背

負
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
は
思
っ
て
お

り
ま
せ
ん
。
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日
下
議
員

　

こ
の
損
害
賠
償
の
件
は
、
私
の
記

憶
に
よ
る
と
、
行
政
訴
訟
に
基
づ
く
、

立
替
金
の
公
金
支
出
に
関
す
る
行
政

訴
訟
事
件
で
、
そ
れ
に
対
す
る
利
息

の
部
分
を
損
害
賠
償
せ
よ
と
い
う
判

決
だ
っ
た
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
基
と
な
る
公
金
支
出
が
あ
り
、

行
政
訴
訟
に
至
っ
た
わ
け
で
す
が
、

こ
の
公
金
支
出
に
よ
る
損
害
賠
償
に

お
い
て
、
結
果
と
し
て
、
議
案
に
出

て
い
る
以
外
に
、
町
の
実
害
が
あ
っ

た
の
か
ど
う
か
、
確
認
し
て
お
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

菅
原
町
長

　

判
決
の
結
論
と
し
て
、
基
本
的
に

は
３
千
数
百
万
円
と
い
う
数
字
に
な

っ
て
お
り
ま
す
が
、
し
か
し
こ
れ
が

そ
の
ま
ん
ま
、
町
の
実
害
が
ど
う
か

に
つ
い
て
は
、
私
ど
も
も
図
り
か
ね

る
と
こ
ろ
は
あ
る
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

　

た
だ
、
町
内
の
中
で
訴
訟
が
起
き
、

最
高
裁
の
判
決
に
ま
で
至
っ
た
と
い

う
こ
と
は
、
非
常
に
重
く
受
け
止
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

　

こ
の
こ
と
は
、
前
町
長
だ
け
で
は

な
く
、
当
時
の
職
員
や
町
づ
く
り
と

い
う
も
の
に
影
響
を
し
て
き
た
と
言

え
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

　

最
近
、
我
が
町
も
、
そ
の
傷
跡
と

い
う
も
の
が
少
し 
癒 
え
て
き
て
い
る

い

と
思
い
ま
す
が
、
少
な
か
ら
ず
、
こ

の
こ
と
で
の
影
響
は
あ
っ
た
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。 

日
下
議
員

　

こ
の
判
決
の
原
因
と
な
る
も
の
に

つ
い
て
は
、
私
も
議
員
と
し
て
議
決

に
携
わ
り
、
そ
の
結
果
、
行
政
訴
訟

が
起
き
、
こ
う
い
う
判
決
に
な
っ
た

と
い
う
部
分
で
は
、
議
員
と
し
て
い

ろ
い
ろ
な
想
い
が
あ
り
ま
す
。

　

同
じ
誤
り
を
犯
さ
な
い
た
め
に
も
、

こ
の
債
権
放
棄
の
件
に
つ
い
て
は
、

想
い
だ
け
で
な
く
、
き
ち
っ
と
し
た

法
的
根
拠
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
自
治
法
に
規
定
さ
れ
て

い
る
法
的
根
拠
に
つ
い
て
、
ど
の
よ

う
な
法
的
理
解
を
し
、
議
案
を
提
案

さ
れ
た
の
か
伺
い
ま
す
。

菅
原
町
長

　

今
回
、
政
治
的
な
判
断
に
お
い
て
、

議
決
を
要
す
る
と
い
う
認
識
の
下
で

提
案
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

詳
し
い
と
こ
ろ
に
つ
い
て
、
弁
護

士
と
細
か
い
や
り
取
り
は
し
て
お
り

ま
せ
ん
が
、
何
度
か
弁
護
士
と
も
相

談
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
件
は
、
提
案
し
、
議
決
さ
れ

た
と
し
て
も
、
今
後
、
住
民
サ
イ
ド

の
方
や
、
様
々
な
と
こ
ろ
か
ら
、
適

当
で
は
な
い
と
い
う
意
見
が
出
て
く

る
場
合
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
そ

れ
ぞ
れ
の
判
例
が
あ
り
ま
す
の
で
、

そ
れ
ら
を
精
査
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

す
る
べ
き
こ
と
は
や
っ
て
い
る
と
い

う
判
断
の
下
で
、
適
正
に
進
め
て
き

た
と
い
う
こ
と
で
、
こ
こ
で
町
が
提

案
し
議
決
さ
れ
、
そ
の
後
、
何
ら
か

の
法
的
な
訴
え
等
が
出
た
と
し
て
も

当
然
、
抗
弁
し
得
る
範
囲
内
と
い
う

判
断
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

ご
ざ
い
ま
す
。

日
下
議
員

　

法
的
根
拠
に
つ
い
て
、
弁
護
士
と

細
か
い
話
は
し
て
い
な
い
が
法
的
に

問
題
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
今
回
の

提
案
に
至
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
が
、

た
だ
今
、
町
長
が
述
べ
ら
れ
た
よ
う

に
、
議
会
が
議
決
し
て
も
、
住
民
か

ら
行
政
訴
訟
を
起
こ
さ
れ
る
可
能
性

が
無
い
わ
け
で
は
な
く
、
そ
の
へ
ん

を
き
ち
っ
と
ト
ー
タ
ル
で
弁
護
士
と

相
談
し
た
中
に
、
法
的
な
問
題
は
な

い
と
い
う
こ
と
で
出
し
て
き
た
と
い

う
確
認
で
よ
ろ
し
い
か
伺
い
ま
す
。

菅
原
町
長

　

そ
の
と
お
り
で
あ
り
、
他
に
も
い

ろ
い
ろ
な
意
見
を
伺
い
な
が
ら
進
め

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

勿
論
、
そ
の
根
拠
た
る
も
の
の
調
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査
は
重
ね
て
お
り
、
そ
う
い
う
点
で

は
、
十
分
に
対
応
で
き
る
も
の
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

　

た
だ
、
ど
の
よ
う
な
状
況
に
な
る

か
は
、
法
定
で
の
段
階
で
し
た
ら
、

な
か
な
か
想
像
が
つ
か
な
い
と
こ
ろ

で
あ
り
、
弁
護
士
に
相
談
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
耐
え
ら
れ
る
範
囲
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

日
下
議
員

　

法
的
な
こ
と
に
つ
い
て
も
、
弁
護

士
と
相
談
し
、
ク
リ
ア
し
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
す
が
、
今
回
、
こ
の
議

案
を
提
案
し
た
理
由
と
い
う
の
は
、

先
程
の
同
僚
議
員
の
質
問
に
も
あ
っ

た
と
お
り
、
ど
こ
か
で
解
決
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
、

議
会
も
同
じ
考
え
だ
と
私
は
思
っ
て

お
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
現
実
的
な
解
決
方
法
と

し
て
、
今
の
月
額
２
万
５
千
円
で
は
、

年
間　

万
円
程
度
の
回
収
に
し
か
な

30

ら
ず
、
残
り
の
債
権
額
を
考
え
た
と

き
、
百
年
近
く
か
か
る
こ
と
に
な
り

ま
す
の
で
、
私
自
身
も
そ
う
で
す
が
、

住
民
の
中
に
も
疑
問
に
思
っ
て
い
る

と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
へ
ん
に
つ
い
て
、
町
長
の
見

解
を
伺
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

菅
原
町
長

　

先
程
も
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
何

度
か
の
調
査
等
を
重
ね
て
、
こ
の
へ

ん
が
限
界
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
を
勘

案
し
た
こ
と
も
事
実
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
金
額
的
な
こ
と
も
、
様
々

な
努
力
を
さ
れ
た
形
跡
と
い
う
も
の

も
調
べ
て
お
り
、
一
つ
の
限
界
点
で

も
あ
っ
た
と
い
う
感
じ
が
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
れ
ら
全
体
を
勘

案
し
、
我
が
町
の
新
し
い
町
づ
く
り

を
し
て
い
く
と
い
う
機
運
の
中
で
、

判
断
を
し
て
い
く
こ
と
だ
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

日
下
議
員

　

こ
の
、
５
百　

万
円
を
単
純
に
一

50

般
会
計
に
入
れ
て
使
う
の
か
、
ま
た

は
、
町
長
が
、
前
段
で
話
さ
れ
て
い

る
、
ま
ち
づ
く
り
の
想
い
と
い
う
中

で
の
使
途
を
考
え
て
い
る
の
か
、
そ

の
へ
ん
の
考
え
方
を
伺
い
ま
す
。

菅
原
町
長

　

こ
の
度
は
５
百　

万
円
と
い
う
こ

50

と
で
す
が
、
総
額
で
８
百　

万
円
い

13

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
中
で
、
い
ろ
い
ろ
な
経
費
を

差
し
引
い
た
残
り
の
金
額
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の
関
係
に
つ

い
て
は
、
こ
こ
に
至
る
ま
で
に
、
原

告
サ
イ
ド
の
ご
苦
労
や
想
い
と
い
う

も
の
が
あ
り
ま
す
の
で
、
私
は
、
あ

る
程
度
尊
重
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
し
、
中
山
峠
が

起
因
と
し
て
訴
訟
に
な
っ
た
わ
け
で

す
か
ら
、
そ
の
こ
と
も
忘
れ
て
は
な

ら
な
い
こ
と
で
、
こ
れ
ら
の
こ
と
を

勘
案
し
、
新
た
な
、
特
定
の
使
い
方

が
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
の
と
こ
ろ
特
段
の
考
え
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
一
旦
、
財
政
調
整
基
金

に
入
れ
、
そ
の
後
、
い
ろ
い
ろ
な
意

見
を
伺
い
な
が
ら
、
基
本
的
に
は
、

新
た
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
人
づ

く
り
に
使
っ
て
い
け
た
ら
と
い
う
想

い
は
あ
り
ま
す
。

鹿
討
議
員

　

こ
の
関
係
は
、
平
成　

年
の
判
決

15

に
よ
る
も
の
で
、
当
然
、
そ
の
前
に

住
民
訴
訟
が
起
こ
さ
れ
て
お
り
、
そ

の
時
に
、
町
の
行
く
末
を 
憂 
う
想
い

う
れ

と
い
う
も
の
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。
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言
わ
ば
、
今
あ
る
菅
原
町
政
に
喜

茂
別
が
変
わ
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た

こ
と
で
す
し
、
住
民
訴
訟
を
起
こ
し

た
住
民
や
、
そ
れ
を
応
援
し
て
い
た

方
た
ち
の
想
い
、
そ
し
て
、
町
を
変

え
て
い
き
た
い
と
い
う
想
い
が
、
そ

の
後
の
町
政
が
変
わ
る
こ
と
に
な
っ

た
と
、
私
は
判
断
し
て
お
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
こ
の
関
係
は
、
一
定
の

区
切
り
を
付
け
る
と
い
う
形
に
な
る

わ
け
で
す
か
ら
、
そ
の
時
の
町
民
の

想
い
、
そ
し
て
、
今
の
町
政
が
い
い

の
か
悪
い
の
か
は
、
将
来
、
評
価
さ

れ
る
も
の
だ
と
思
い
ま
す
が
、
当
時

の
町
政
が
変
わ
る
き
っ
か
け
を
作
っ

た
町
民
の
想
い
や
直
接
携
わ
っ
た
人

た
ち
対
し
て
の
、
菅
原
町
長
の
気
持

ち
と
い
う
も
の
を
伺
い
た
い
と
思
い

ま
す
。

菅
原
町
長

　

個
人
的
な
想
い
と
執
行
者
と
し
て

の
想
い
と
い
う
の
は
、
は
た
し
て
同

一
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま

す
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
訴
訟
に

ま
で
な
る
よ
う
な
行
政
的
な
手
続
き

や
運
営
な
ど
は
、
二
度
と
や
っ
て
は

な
ら
な
い
と
い
う
想
い
は
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
多
く
の
町
民
が
、
原
告
団

と
し
て
一
つ
に
ま
と
ま
り
、
町
を
正

し
て
い
こ
う
と
し
た
こ
と
は
生
涯
、

忘
れ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
だ
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
我
が
町
の 
変  
遷 
を
考

へ
ん 
せ
ん

え
て
み
ま
し
た
ら
、
相
当
前
の
森
林

組
合
の
問
題
、
あ
る
い
は
中
山
峠
を

中
心
と
す
る
何
ら
か
の
問
題
を
抱
え

な
が
ら
や
っ
て
き
た
と
い
う
歴
史
が

あ
り
ま
す
。

　

そ
の
歴
史
の
中
で
、
喜
茂
別
町
に

対
す
る
信
頼
と
い
う
点
で
、
外
部
か

ら
一
定
の
距
離
が
置
か
れ
る
と
い
う

の
は
、
当
然
の
話
で
あ
ろ
う
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

　

そ
う
い
う
点
で
は
、
住
民
が
立
ち

上
が
り
、
新
し
い
町
を
つ
く
っ
て
い

こ
う
、
新
し
い
理
事
者
を
挙
げ
て
何

と
か
頑
張
っ
て
い
こ
う
と
い
う
気
持

ち
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
今
の

民
主
的
な
自
治
体
運
営
の
中
で
は
大

切
な
こ
と
で
、
こ
の
成
果
と
い
う
も

の
を
後
世
に
つ
な
げ
て
行
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
回
、
そ
う
い
う
こ
と
が
分
か
り

な
が
ら
、
提
案
を
し
て
い
く
側
に
立

つ
わ
け
で
す
が
、
原
告
団
の
方
々
の

心
中
を
お
も
ん
ば
か
っ
た
と
き
に
は
、

 
忸  
怩 
た
る
も
の
が
あ
る
こ
と
は
分
か

じ
く 

じ

っ
て
い
る
つ
も
り
で
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
理
事
者
と
し
て
は
、
今

の
時
代
に
前
向
き
に
進
ん
で
い
こ
う

と
い
う
こ
と
で
、
一
定
の
町
と
い
う

一
つ
の
人
格
の
中
で
、
ど
こ
か
で
け

じ
め
を
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

前
町
長
に
は
、
最
高
裁
で
結
論
ま

で
出
た
話
で
あ
り
、
行
政
の
ト
ッ
プ

に
ま
で
な
っ
た
方
で
す
の
で
、
一
定

の
努
力
を
示
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が

私
の
切
な
る
願
い
で
あ
り
ま
す
が
、

ま
ち
づ
く
り
の
起
点
と
い
う
点
で
、

今
回
が
適
切
な
時
で
は
な
い
か
と
思

っ
て
お
り
、
そ
れ
が
正
常
な
町
で
あ

る
証
拠
だ
ろ
う
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
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春
先
の
冷
害
の
心
配
か
ら
一
転
し

て
の
好
天
気
が
続
き
、
作
物
も
順
調

に
生
育
し
て
お
り
、
農
家
の
皆
さ
ん

も
安
堵
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

さ
て
、
先
に
、
行
わ
れ
ま
し
た
参
議

院
議
員
選
挙
の
結
果
は
、
多
く
の
マ

ス
コ
ミ
の
事
前
調
査
等
で
予
想
さ
れ

た
と
お
り
、
与
党
民
主
党
の
敗
北
と

い
う
結
果
と
な
り
、
こ
れ
か
ら
の
国

の
政
局
が
一
段
と
混
迷
す
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
す
。

　

い
つ
の
時
代
に
お
い
て
も
、
政
治

状
況
が
安
定
し
て
い
な
け
れ
ば
、
そ

の
付
け
は
、
結
果
と
し
て
国
民
に
ま

わ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

本
町
の
よ
う
な
小
さ
な
自
治
体
に

お
い
て
も
、
混
迷
し
た
政
局
の
影
響

を
受
け
る
こ
と
で
、
行
政
運
営
が
一

段
と
大
変
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

私
た
ち
地
方
議
員
も
、
国
の
政
治

の
流
れ
と
い
う
も
の
に
、
敏
感
に
反

応
で
き
る
知
識
と
能
力
を
備
え
る
た

め
に
、
日
々
の
研
さ
ん
を
積
ま
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
お
り
、
町

議
会
で
の
質
疑
や
活
動
内
容
を
、
わ

か
り
や
す
く
お
伝
え
す
る
た
め
の
議

会
だ
よ
り
の
発
行
に
つ
い
て
も
努
力

し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

（
広
報
編
集
委
員
長 
菊
地
光
男
）
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